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30
年
ぶ
り
に
年
号
が
変
わ
る
2
0
1
9

年
は
、
社
会
医
療
法
人
仁
生
会
細
木
病
院
グ

ル
ー
プ
に
も
大
き
な
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
22
年
前
の
平

成
9
年
4
月
、
そ
れ
ま

で
一
つ
だ
っ
た
細
木

病
院
の
6
1
1
床
が
、

細
木
病
院
と
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
の
2
つ
に
分

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
理

由
は
唯
一
つ
、
病
床
数

に
比
し
て
、
医
師
数
が

足
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
き
ま
す
。
精
神
神
経

科
を
分
け
れ
ば
、
法
律
上
の
医
師
数
を
ク
リ

ア
で
き
た
の
で
す
。
細
木
病
院
は
、
道
路
を

隔
て
て
、
大
き
く
3
つ
の
病
棟
群
に
分
か
れ

て
経
営
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
う

ち
北
の
病
棟
群
を
、
精
神
神
経
科
病
院
と
し

て
分
割
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
簡

単
に
分
け
る
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
ど
う

し
て
、
病
棟
の
新
築
や
行
政
に
出
す
書
類
の

多
さ
、
組
織
の
構
築
に
は
、
本
当
に
大
変
な

労
力
と
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
。
分
離
す
る

前
年
の
平
成
8
年
11
月
に
、
古
い
木
造
の
小

児
科
と
整
形
外
科
の
病
棟
を
壊
し
て
、
そ
の

跡
地
と
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
隣
接
地
を
合
わ

せ
て
、
新
し
く
1
8
0
床
の
病
棟
と
と
も

に
、
3
つ
の
手
術
室
と
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
理

学
療
法
室
、
地
下
に
は
1
5
0
名
は
収
容

で
き
る
講
堂
と
会
議
室
、
厨
房
、
レ
ス
ト
ラ

ン
等
の
入
っ
た
5
階
建
て
の
新
館
を
建
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
建
築
に
あ
た
っ
て

は
、
斬
新
な
設
計
に
し
よ
う
と
、
そ
れ
ま
で

病
院
を
建
て
た
経
験
の
な
い
、
ホ
テ
ル
等
の

専
門
の
建
築
設
計
家
を
選
び
、彼
と
一
緒
に
、

ハ
ワ
イ
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
の
先
進
的
な
病
院
を
見
学
に
行
き
、
設
計

図
を
作
成
し
、大
成
建
設
に
建
築
を
依
頼
し
、

大
き
な
困
難
を
皆
で
克
服
し
な
が
ら
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
海
軍
病
院
の
事
務
長

だ
っ
た
ア
ン
デ
ィ
二
宮
氏
に
は
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
下
準
備
が
整
っ
て
、

よ
う
や
く
分
離
で
き
た
わ
け
で
す
。
分
離
当

初
は
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
や
が

て
、
二
つ
の
病
院
が
当
然
の
よ
う
に
な
り
、

昔
は
一
つ
の
病
院
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
職
員

は
、一
握
り
の
方
々
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
分
の
1
世
紀
近
く
の
時
間
が
経
ち
、
22
年

目
の
平
成
31
年
4
月
に
、
も
う
一
度
、
元
の

さ
や
に
収
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

細
木
病
院
の
病
床
数
は
、
昔
の
6
1
1

床
か
ら
、
4
9
9
床
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
高
知
県
で
も
増
え
つ
つ
あ
る
認
知

症
の
方
々
は
、
今
後
、
さ
ら
に
増
加
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
精
神
科
と
一
般
科
が
う

ま
く
連
携
し
合
っ
て
、
高
齢
の
患
者
様
の
全

人
的
な
治
療
と
健
康
維
持
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
日
が
来
て
い
ま
す
。
再
統
合
さ

れ
た
新
生
細
木
病
院
が
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
高
知
県
の
皆
様
の
健
康
維
持
の
お
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、望
外
の
幸
せ
で
す
。

細木
病院

元に戻って一緒になろう！
…細木病院と細木ユニティ病院

社会医療法人仁生会
細木病院グループ

理事長  細木秀美 

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/
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細
木
病
院
で
は
、
国
の
施

策
お
よ
び
社
会
の
ニ
ー
ズ
で

あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
構
想
に

沿
っ
て
、
地
域
の
限
ら
れ
た

医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
機
能
分
担
の
連
携
促

進
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26

年
7
月
に
「
地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、

各
医
療
機
関
と
の
幅
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
4
月
か
ら
、

細
木
病
院
と
細
木
ユ
ニ
テ
ィ

病
院
が
再
統
合
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
先

立
っ
て
、
3
月
1
日
よ
り
、

細
木
病
院
の
「
地
域
連
携
推

進
セ
ン
タ
ー
」
と
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
の「
医
療
相
談
室
」

も
統
合
さ
れ
、『
ほ
そ
ぎ
連

携
セ
ン
タ
ー
』
と
い
う
新
組

織
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
セ
ン

タ
ー
は
、
①
患
者
サ
ポ
ー
ト

室
、
②
病
床
管
理
室
、
③
病

診
連
携
室
の
3
部
署
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

　

患
者
サ
ポ
ー
ト
室
で
は
、

病
気
や
け
が
の
た
め
治
療
が

必
要
と
な
り
、
医
療
費
や
福

祉
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
、
退
院
後
の
生
活
が
心
配

な
ど
生
活
面
で
の
不
安
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
支
援
し
ま

す
。

　

病
床
管
理
室
で
は
、
他
の

医
療
機
関
や
施
設
か
ら
の
入

院
、
急
性
期
治
療
を
終
え
た

の
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
目
的
の
入

院
相
談
、
院
内
ベ
ッ
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま

す
。
こ
の
2
部
署
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
地
域
連
携
推
進
セ

ン
タ
ー
」
に
お
け
る
部
署
名

と
同
じ
で
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
新
た
に
精
神
科
・
心

療
内
科
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
専
門
性
を

発
揮
で
き
る
よ
う

態
勢
を
整
え
ま
し

た
。

　

病
診
連
携
室

は
、
こ
れ
ま
で
の

「
連
携
情
報
管
理

室
」
か
ら
変
更
す

る
も
の
で
、
主
な

業
務
内
容
と
し
て

は
登
録
医
や
地
域

医
療
機
関
と
の
機

能
分
化
、
連
携
を

推
進
し
、
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
各

科
外
来
受
診
の
ご

予
約
に
関
す
る
相

談
、
調
整
を
行
い

ま
す
。

　

今
後
は
、『
ほ

そ
ぎ
連
携
セ
ン

タ
ー
』
が
再
統
合

後
の
細
木
病
院
の

前
方
連
携
・
後
方
連
携
の
窓

口
と
し
て
、
近
隣
地
域
に
あ

る
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と

さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
迅
速
で
円
滑
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
地

域
住
民
が
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
必
要
と
さ
れ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

医
療
提
供
体
制
の
確
立
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
副
院
長
・
ほ
そ
ぎ
連
携

 

セ
ン
タ
ー
長　

西
岡
達
矢
）

ほ
そ
ぎ
連
携
セ
ン
タ
ー

患者サポート室

経済的問題や心理面の援助、退院支援、就労支援、
精神科デイケアや重度認知症患者デイケアの利用相談

ベッドコントロール、入院相談、病床相談、退院調整、病院訪問

患者紹介・逆紹介、オープンシステム関連、
診療情報提供書返書管理、広報、医療機関訪問

・一般診療科：社会福祉士（ソーシャルワーカー）
・こころのセンター（精神科・心療内科）：精神保健福祉士

・一般診療科：看護師
・こころのセンター（精神科・心療内科）：外来看護師、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精神保健福祉士

・一般診療科：看護師、事務員
・こころのセンター（精神科・心療内科）：外来看護師、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精神保健福祉士

病床管理室

病診連携室

患者サポート室

病床管理室

病診連携室

「
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
」が

『
ほ
そ
ぎ
連
携
セ
ン
タ
ー
』に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

細木病院



3

じんせい平成31年3月号

　

2
月
1
日
よ
り
、
細
木
病

院
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
高
知
西
と
細
木
ユ
ニ
テ
ィ

病
院
の
訪
問
看
護
室
が
統
合

し
、
名
称
を
「
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
そ
ぎ
」
と
改

め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
医
療
保
険
の
訪
問
看
護

と
精
神
科
訪
問
看
護
、
介
護

保
険
の
訪
問
看
護
に
つ
い

て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
専
属
の

訪
問
看
護
師
7
名
と
作
業
療

法
士
1
名
が
中
心
に
な
り
、

非
常
勤
の
理
学
療
法
士
と
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
も

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

専
属
職
員
か
ら
コ
メ
ン
ト

♥
管
理
者
・
看
護
師
・
石
本

智
枝
「
安
全
、
安
楽
に
在
宅

生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
今
ま

で
以
上
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。」

♥
看
護
師
・
谷
脇
貴
美
子「
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
力
を
合
わ

せ
、
利
用
者
さ
ん
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
よ

う
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。」

♥
看
護
師
・
大
原
敬
子
「
と

に
か
く
頑
張
り
ま
す
。」

♥
看
護
師
・
五
藤
路
可
子「
皆

と
力
を
合
わ
せ
利
用
者
さ
ん

が
よ
り
よ
い
在
宅
生
活
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。」

♥
看
護
師
・
大
坪
映
子
「
適

切
な
判
断
に
基
づ
い
た
ケ
ア

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
安

心
し
て
地
域
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」

♥
看
護
師
・
大
野
享
子
「
一

人
ひ
と
り
の
利
用
者
さ
ん
が

在
宅
で
の
生
活
を
元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、
支
え

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

♥
看
護
師
・
宇
野
美
樹
「
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人

ら
し
い
療
養
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。」

♥
作
業
療
法
士
・
土
井
真
由

美
「
そ
の
人
ら
し
く
在
宅
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に

考
え
、
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
に

は
、
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
『
介
援
隊
』『
介
援

隊
2
』『
や
ま
も
も
寮
』
の

3
施
設
が
あ
り
、
4
月
の
病

院
再
統
合
に
よ
り
、
細
木
病

院
在
宅
部
所
属
と
な
り
ま

す
。

　

当
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
入
居
型
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
（
共
同
生
活
援
助
）
事

業
所
で
、
精
神
障
害
者
を
対

象
に
し
て
お
り
、
地
域
で
自

立
を
し
た
生
活
を
目
指
す
人

た
ち
が
少
人
数（
4
～
5
名
）

で
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
3
施
設
の
う
ち
、
男
性

用
が
『
介
援
隊
』『
介
援
隊

2
』、
女
性
用
が
『
や
ま
も

も
寮
』
で
す
。
利
用
者
さ
ん

は
、
日
中
活
動
と
し
て
、
精

神
科
デ
イ
ケ
ア
や
就

労
事
業
所
等
を
利
用

し
て
い
ま
す
。ま
た
、

利
用
者
さ
ん
の
「
で

き
る
こ
と
」
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
、
障
害

の
状
態
、
病
状
に
応

じ
て
、
職
員
が
自
立

に
向
け
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
管
理

者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☎
8
0
2
│

3
3
6
6

（
管
理
者　

坂
本
万
理
）精神障害者グループホームの職員

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信
まっことネット細木 まっことネット細木 ≪4月の予定≫

高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♣まっこと講座
　10日（水）、24日（水）午後3時～3時30分
♣糖尿病教室
　18日（木）午後2時～3時
♣防災教室
　26日（金）午後3時～3時30分
♣笑いヨガ
　17日（水）午後2時～3時
♣生きがい交流広場
　20日（土）午後12時～1時
◆子育て広場「つみき」
　2日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥

精
神
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　に
つ
い
て

『
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
そ
ぎ
』
ス
タ
ー
ト
!!

 

〜
利
用
者
さ
ん
の
身
体
、
精
神
面
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 在
宅
生
活
を
支
え
て
い
き
ま
す
〜

細木病院

訪問看護ステーションほそぎ
TEL&FAX：088-825-4387

　 営業日時　月～金　8：30～17：30
　 　　　　　土　　　8：30～12：30
　 　　　　　＊日・祝、12/31～1/3は休業
 必要時は個別対応可。お気軽にご相談ください。
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開 設 者

管 理 者

病院理念

診療科目

専門外来

病　　床

施設認定

細木病院 再統合
平成31年4月1日より細木ユニティ病院は
細木病院と統合し、『こころのセンター』
として再スタートします。

堀見 忠司細木病院 院長

吉岡 隆興細木病院 副院長・こころのセンター長

細木病院の概要

　わが国は、加速度的に少子高齢化が進み、それ
に伴って医療界も、年々、大きな変化に翻弄され
ています。そのような医療情勢に対応すべく、細
木病院と細木ユニティ病院は、このたび、再統合
を決断いたしました。
　細木病院は、その前身である細木診療所が昭和
21年7月に開業されたのが始まりです。昭和30年に
細木病院（53床）に改組し、その後、徐々に病床

数は増え、昭和40年に精神神経科が新設され、病床数は209床になり
ました。昭和42年に精神神経科病棟が完成し、昭和53年には621床と
なりましたが、その後の医療事情により、平成9年4月、細木病院から
精神神経科が分離・独立し、細木ユニティ病院（271床）として誕生
し、高知県民の精神科診療に寄与してまいりました。
　それぞれ独立した両病院は、この22年間に、病床数は、細木病院が
317床（一般164床、療養153床)、細木ユニティ病院が243床（精神207
床、療養36床）となりました。しかし、最近の保健医療政策による療
養病床の削減や病床機能の見直しなどの大きな波は、効率的な病院運
営を追求することを余儀なくされ、平成31年4月1日に、両病院は再び
統合することになりました。
　すなわち、新しい細木病院は、わが国において増加する高齢者の認
知症をはじめとする種々の疾患において、新たな地域医療や施設連携
を図っていく必要があります。このような医療情勢に対応するため、
細木病院は315床（一般162床、療養153床)、細木ユニティ病院は184
床（精神148床、療養36床）に再編したうえで、再統合によって499床
（一般162床、療養189床、精神148床）の新しい病院として高知県の
医療界にあらためて漕ぎ出しました。
　今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

　このたび、平成31年4月1日より、細木ユニティ
病院は細木病院と統合いたします。平成9年に分離
後、22年ぶりに“再統合”することになります。
　細木ユニティ病院は、『細木病院こころのセン
ター』として、再スタートします。時代の経過に
合わせ、総合的な医療を目指すとともに、高齢者
医療、地域連携医療をますます充実させてまいり

ます。また、精神科デイケア・ショートケア「フレンズ」、重度認知
症患者デイケア「デイ・アルテン」、精神障害者グループホーム「介
援隊」「介援隊2」「やまもも寮」も引き続き運営してまいります。
　細木ユニティ病院への長年にわたる温かいご支援に、心よりお礼申
し上げますとともに、今後とも、細木病院ならびに『細木病院こころ
のセンター』をご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〒780－8535 高知市大膳町 37
TEL：088－822－7211　FAX：088－825－0909

E-mail：info@hosogi-hospital.jp
URL：http://hosogi-hospital.jp/

南 館

本 館

新 館

南 館

本 館

新 館

北 館北 館

↑円
行
寺

上
町
2
丁
目
↓

県
道
270
号
線

薬
局

薬
局

薬局

P5

P3

P4

P2

P1

社会医療法人仁生会　理事長　細木秀美

細木病院　院長　堀見忠司

「患者さんからも、地域からも、職員からも “この病院でよかった。” と心から思っ
てもらえる病院を目指します。」
総合診療科、内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病内科、内分泌内科、
腎臓内科、心療内科、精神科、外科、消化器外科、肛門外科、乳腺外科、血管外科、
脳神経外科、整形外科、小児整形外科、リハビリテーション科、リウマチ科、
化学療法・緩和ケア科、小児科、神経小児科、耳鼻咽喉科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、
放射線科、麻酔科、歯科　　計30科目
せき外来、甲状腺外来、漢方外来、もの忘れ外来、おしりの外来、脊椎外来、
小児こころの外来、補聴器外来、痛み外来（ペインクリニック）、セカンドオピニオン外来

一般病床162床、療養病床189床、精神病床148床　　計499床

救急告知病院、高知県精神科救急医療施設、高知県へき地医療支援病院、日本医療機能評
価機構認定病院、基幹型臨床研修病院、短期入院協力病院（自動車事故による重度後遺障
害者）、国の次世代育成支援一般事業主認定〔仁生会〕、高知県次世代育成支援企業認証〔仁
生会〕、高知県認証介護事業所〔仁生会・在宅部〕、高知県南海トラフ地震対策優良取組事
業所５つ星認定〔在宅部〕

〔北館〕こころのセンター

〔南館〕

〔新館〕
〔本館〕TEL：088－822－7211
　　　 FAX：088－825－0909

TEL：088－802－3366
FAX：088－825－0915

こころのセンター

4

じんせい平成31年3月号

5

じんせい平成31年3月号

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

細木病院グループは、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。
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あ
う
ん
高
知
は
、
高
知
県

内
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で

組
織
す
る
「
高
知
県
介
護
老

人
保
健
施
設
協
議
会
」
の
会

員
施
設
で
す
。本
年
度
か
ら
、

あ
う
ん
高
知
が
協
議
会
事
務

局
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

災
害
研
修
の
企
画
運
営
を
行

い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
、
一
般
社
団

法
人
福
祉
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
認
定
コ
ー
チ
で
あ

る
湯ぬ
く

井い

恵
美
子
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
高
知
市
地
域
防
災

推
進
課
の
協
力
も
得
て
、
第

1
回
研
修
会
を
「
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
と
福
祉
施
設
の

役
割
〜
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に

向
け
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
仮
想
施
設
を
設
定

し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生

時
に
、
入
所
者
と
避
難
者
が

施
設
に
混
在
す
る
状
況

で
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
、
グ
ル
ー
プ
で
検

討
し
ま
し
た
。
次
々
と

や
っ
て
来
る
避
難
者
、

ペ
ッ
ト
の
問
題
や
外
国

人
旅
行
者
対
応
、
投
げ

か
け
ら
れ
る
課
題
に
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
半
ば
お

手
上
げ
状
態
。
3
時
間

半
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
放

心
状
態
に
な
る
ほ
ど
考
え
さ

せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。
第

1
回
研
修
会
で
抽
出

さ
れ
た
課
題
は
各
施

設
に
持
ち
帰
り
、
す

ぐ
に
取
り
組
め
る
も

の
と
計
画
的
に
行
う

も
の
を
整
理
し
、
第

2
回
研
修
会
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
参
加
者

の
宿
題
と
な
り
ま
し

た
。

　

第
2
回
研
修
会

は
、1
月
25
日
に
開
催
。テ
ー

マ
を
継
続
し
、
同
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
代
表
理
事
の
鍵
屋

一
先
生
を
講
師
に
、
第
1
回

研
修
会
で
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
課
題
を
い
か
に
解
決
に
向

け
て
い
く
か
、
具
体
策
を
参

加
者
自
ら
が
導
き
出
せ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
両
日
合
わ
せ
て

1
2
0
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
、
あ
う
ん
高
知
職
員

を
含
め
、
介
護
老
人
保
健
施

設
職
員
の
「
生
命
を
守
り
、 　

12
月
8
日
、
高
新
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
医
師
事
務
作
業
補

助
研
究
会
第
6
回
高
知
地
方

会
（
高
知
県
支
部
事
務
局
：

細
木
病
院
）
が
「
医
師
事
務

作
業
補
助
者（
臨
床
支
援
士
）

の
今
後
の
展
望
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
73
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
研
究
会
の
矢
口
智
子
理

事
長
の
基
調
講
演
で
は
、「
医

師
事
務
作
業
補
助
者
は
、
医

師
の
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ

の
中
で
最
も
期
待
さ
れ
て
お

り
、
医
師
の
事
務
作
業
負
担

軽
減
、
役
割
分
担
の
推
進
、

医
療
の
効
率
化
を
進
め
る
中

で
、
私
た
ち
の
実
務
能
力
向

上
、
業
務
開
発
、
普

及
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
2
つ
の
講
演
で

は
、
当
日
大
雪
の
た

め
来
ら
れ
な
か
っ
た

南
木
由
美
副
理
事
長

に
代
わ
り
、
渋
谷
由

美
子
北
海
道
支
部
長

が
、「
人
材
育
成
に

つ
い
て
あ
る
程
度
の

標
準
化
、
効
率
的
に

育
て
る
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
に
よ
り
将
来
像
と
組
織

に
必
要
な
人
材
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
皆
で
同
じ
方
向

を
向
く
こ
と
が
で
き
る
こ

と
」
な
ど
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
武
田
ま
ゆ
み
理

事
か
ら
は
、「
自
院
の
人
事

考
課
制
度
を
例
に
、
意
識
改

革
、
業
務
改
善
、
教
育
を
す

べ
て
掛
け
算
す
る
こ
と
で
、

個
々
に
成
果
が
表
れ
、
組
織

や
チ
ー
ム
の
生
産
性
向
上
、

業
務
提
供
体
制
の
基
盤
強

化
、
新
た
な
目
標
を
検
討
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

簡
素
化
、
移
管
、
自
動
化
、

標
準
化
、
集
約
化
の
5
つ
で

業
務
を
改
善
し
て
い
く
と
よ

い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。講
演
後
は
、

高
知
県
支
部
、
愛
知
・
岐
阜

支
部
、
北
海
道
支
部
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
支
部
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
タ
ス

ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性

や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
」「
育
成
計
画

に
つ
い
て
参
考
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
課　

医
療
秘
書　

野
村
香
苗
）

”い
の
ぐ
“
は
古
い
土
佐
弁

で
、「
し
の
ぐ
」「
生
き
延
び

る
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

つ
な
ぐ
こ
と
」
に
対
す
る
責

任
感
を
強
く
感
じ
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
副
施
設
長　

小
松
雅
理
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
”い
の
ぐ
“”つ
な
ぐ
“た
め
に

あうん高知

日
本
医
師
事
務
作
業
補
助
研
究
会

　
　
　
　
　
　   

第
6
回
高
知
地
方
会 

開
催

細木病院

第2回研修会の様子

第1回研修会ワークショップの様子
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12
月
10
日
、
細
木
病
院
新

館
地
下
講
堂
に
お
い
て
、「
目

指
せ
認
知
症
ケ
ア
対
応
力

ア
ッ
プ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

認
知
症
ケ
ア
実
践
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

認
知
症
は
誰
も
が
罹
患
す
る

リ
ス
ク
が
あ
り
、
特
別
な
疾

患
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
認
知
症

へ
の
対
応
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
マ
ス
コ
ミ
や
地
域
社

会
に
お
い
て
も
数
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
院
看
護
部
で
も
、

以
前
か
ら
認
知
症
の
患
者
さ

ん
へ
の
対
応
力
の
向
上
と
ケ

ア
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

副
師
長
会
を
中
心
に
、
認
知

症
ケ
ア
実
践
報
告
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
2
病
棟

（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
）
か

ら
「
昼
夜
逆
転
を
認
め
た
認

知
症
患
者
1
事
例
の
退
院
支

援
」、
新
3
病
棟
（
急
性
期

一
般
病
棟
）
か
ら
「
認
知
症

加
算
シ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
現

状
」、
南
1
病
棟
（
医
療
療

養
病
棟
）
か
ら
「
認
知
症
ケ

ア
か
ら
見
え
て
き

た
・
看
護
・
介
護

力　

南
1
病
棟
で

関
わ
っ
た
2
事
例

か
ら
」
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
、
看

護
部
の
ほ
か
、
事

務
部
や
在
宅
部
か

ら
計
74
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
そ

の
人
ら
し
さ
を
尊

重
し
た
ケ
ア
の
提

供
が
大
切
だ
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
認
知
症
ケ
ア

の
中
で
も
最
近
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
ケ
ア
」
の
関
わ
り

を
実
践
し
た
こ
と
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
、
早
速
、「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
ケ
ア
に
つ
い

て
学
び
た
い
、
研
修
会
を
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
積
極
的

な
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

4
月
に
は
、
細
木
病
院
と

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
が
再
統

合
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
細
木

ユ
ニ
テ
ィ
病
院
に
は
、
認
知

症
ケ
ア
研
修
終
了
看
護
師
も

在
籍
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

認
定
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
発
足

な
ど
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、

よ
り
よ
い
認
知
症
ケ
ア
が
実

践
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
南
3
病
棟
看
護
師
長

　

弘
田
美
貴
） 　

1
月
19
日
、
細
木
病
院
新

館
地
下
講
堂
に
お
い
て
、
当

院
糖
尿
病
チ
ー
ム
と
土
佐
の

お
笑
い
話
芸
の
会
共
同
企
画

と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
漫
談

師
の
間
六
口
さ
ん
と
落
語
家

の
悠
遊
亭
の
ん
気
さ
ん
に
よ

る
爆
笑
寄
席
二
人
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
毎

年
6
月
に
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
、
間

さ
ん
に
「
笑
い
と
健
康
」
を

テ
ー
マ
に
漫
談
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、

間
さ
ん
よ
り
、
笑
い
と
血
糖

の
変
化
に
つ
い
て
調
査
が
で

き
な
い
か
と
提
案
を
い
た
だ

き
、
こ
の
た
び
の
爆
笑
寄
席

の
開
催
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
当
日
は
、漫
談
と
落
語
、

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
が
披

露
さ
れ
、
大
爆
笑
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
観
覧
に
来
て
い

た
だ
い
た
方
は
大
変
満
足
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　
「
病
は
気
か
ら
」
と
言
い

ま
す
。
笑
い
の
健
康
に
対

す
る
効
能
に
関
し
て

は
、
学
会
な
ど
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が

あ
り
ま
す
が
、
血
糖

に
関
し
て
も
笑
い
に

よ
っ
て
改
善
す
る
の

で
は
な
い
か
と
の
報

告
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
今

回
、
爆
笑
寄
席
に
来

て
い
た
だ
い
た
糖
尿

病
患
者
さ
ん
数
名
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、

爆
笑
寄
席
の
前
後
の

血
糖
の
変
化
に
つ
い

て
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
結
果
は
現
在
解
析
中

で
す
が
、
こ
れ
で
よ
い
結
果

が
得
ら
れ
れ
ば
、
糖
尿
病
患

者
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
笑

い
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
血
糖
が

良
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
っ
た
提
案
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、「
笑
い
と
健
康
」

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

（
内
科
副
科
長　

篠
原
雅
幸
）
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